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地
域
会
議
が
始
動
し
て
令
和
５
年
で
５
期

９
年
目
と
な
り
、
地
域
会
議
委
員
も
改
選
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
栃
木
中
央
地
域
で
は
15
名
の
方
が
委
員
に

選
任
さ
れ
、
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
栃
木
中
央
地
域
会
議
に
お
い
て
、
市
長
か

ら
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
体
制
と
な
っ
た
、
栃
木
中
央
地
域
会
議

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
下
記
の
通
り
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
第
１
回
（
令
和
５
年
４
月
16
日
開
催
）

【
主
な
内
容
】

　
・
委
嘱
状
交
付　
・
正
副
会
長
の
選
出

　
・
地
域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

●
第
２
回
（
令
和
５
年
５
月
９
日
開
催
）

【
主
な
内
容
】

　
・
地
域
予
算
提
案
制
度
に
つ
い
て

●
第
３
回
（
令
和
５
年
６
月
13
日
開
催
）

【
主
な
内
容
】

　
・
地
域
課
題
の
洗
い
出
し
に
つ
い
て

●
第
４
回
（
令
和
５
年
７
月
11
日
開
催
）

【
主
な
内
容
】

　
・
地
域
課
題
の
絞
り
込
み
に
つ
い
て

※

会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域会議とは？
　「地域会議」は、市政に市民の意見を反映するための住民代表組織で、地域内の各種
団体から推薦された方、有識者、公募で選ばれた方で構成されています。主な役割とし
て、計画等に地域の意見を反映するために、市からの意見聴取に対して回答したり、地
域の課題解決や活性化のため、一定の予算の使い道を提案することができます。（地域
予算提案制度）
栃木中央地域会議とは？
　「栃木中央地域会議」は、大宮・国府地区の「栃木東部地域会議」、皆川・吹上・寺尾
地区の「栃木西部地域会議」、両地域以外の旧栃木市の地区となります。

第
５
期
栃
木
中
央
地
域
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市長より委嘱状を受ける委員
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第
四
地
区
自
治
会
連
合

会
か
ら
、
栃
木
中
央
地
域

会
議
に
参
加
し
て
二
期
目

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し

て
、
誰
も
が
心
配
な
く
安

心
・
安
全
な
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
倉
　
治
雄　
　
　
　
　
　
　
【
団
体
推
薦
】

　
今
期
よ
り
、
認
定
ま
ち

づ
く
り
実
働
組
織
、
う
ず

ま
協
力
隊
の
推
薦
を
受
け

参
加
し
ま
す
。
隊
の
テ
ー

マ
で
あ
り
ま
す
「
笑
顔
溢

れ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
地
域
会
議
の
皆
様

と
一
緒
に
話
し
合
い
、
協
力
し
合
い
、
活
動
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

林
　
美
佐
子   　
　
　
　
　
　
【
団
体
推
薦
】

　
と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
か
ら
選
出
さ

れ
、
二
期
目
を
迎
え
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
魅
力
あ
る

地
域
に
す
る
た
め
に
、
う

ず
ま
協
力
隊
や
市
民
活
動

団
体
等
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
事
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
絹
江   　
　
　
　
　
　
【
団
体
推
薦
】

　
第
六
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
と
し

て
、
地
域
会
議
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

環
境
を
つ
く
れ
る
よ
う
、

委
員
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 岩

出
　
智
恵
子  　
　
　
　
　
【
団
体
推
薦
】

　
栃
木
商
工
会
議
所
女
性

経
営
者
会
よ
り
選
出
さ

れ
、
今
期
か
ら
委
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
女
性
経
営
者
の
視
点

か
ら
栃
木
市
の
活
性
化
、

少
子
化
対
策
、
女
性
活
躍

推
進
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
好
き
な

栃
木
の
明
る
い
未
来
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

染
谷
　
芳
江　
　
　
　
　
　
　
【
団
体
推
薦
】

　
令
和
５
年
度
栃
木
中
央

地
域
会
議
に
二
期
目
の
参

加
に
な
り
ま
す
。
栃
木
市

商
店
会
連
合
会
か
ら
の
出

向
で
す
の
で
、
商
人
と
し

て
の
視
点
か
ら
問
題
点
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
中
央
地
域
は
多
岐

に
わ
た
る
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
二
度
に
渡
る
水

害
、
豊
か
な
歴
史
遺
産
を

ど
う
受
け
継
い
で
い
く
の

か
、
ま
た
少
子
高
齢
化
の

顕
著
な
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。
よ
り
良
い
地
域
に
な
る
た
め
の
活
発
な
会
議
に

な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
　
長
　
岡
田
　
真
由
美
　   【
有
識
者
】

地
域
会
議
委
員
の
紹
介

　
栃
木
中
央
ア
シ
ス
ト
ネ

ッ
ト
地
域
教
育
協
議
会
の

推
薦
に
よ
り
二
期
目
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
地
域
課

題
を
出
し
合
い
、
解
決
策

を
丁
寧
に
考
え
抜
く
地
域

会
議
。
安
心
し
て
住
み
良

い
と
思
え
る
中
央
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

副
会
長
　
下
枝
　
順
子
　   【
団
体
推
薦
】
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地
域
会
議
は
、栃
木
中
央
地
域
内
の
公
共
的
団
体
等

が
推
薦
す
る
方
９
名（
１
号
委
員
）、ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
有
識
者
３
名（
２
号
委
員
）、公
募
委
員
３
名（
３
号
委

員
）の
計
15
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、任
期
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
敬
称
略・順
不
同
）

堀
越
　
元
樹   　
　
　
　
　

  【
団
体
推
薦
】



　
今
期
で
四
期
目
。
三
児

の
母
で
あ
り
、
子
育
て
情

報
誌
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
央
地
域
が
、
子
育

て
世
代
に
と
っ
て
安
心
で

住
み
や
す
い
地
域
に
な
る

よ
う
望
む
と
共
に
、
子
ど

も
た
ち
が
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

の
推
薦
に
よ
り
委
員
と
な

り
ま
し
た
。
栃
木
市
の
魅

力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

で
、
課
題
も
解
決
に
向
か

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
様
々
な
視
点

を
持
ち
、
本
市
の
発
展
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

平
本
　
重
子  

　
　
　
　
　
　【
団
体
推
薦
】

　
公
募
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
栃
木

の
未
来
に
期
待
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
、
夢
の
あ
る
未

来
づ
く
り
に
尽
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

羽
石
　
昌
弘   

　
　
　
　
　
　【
公
募
】

　
今
年
度
か
ら
地
域
会
議

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子

育
て
世
代
の
一
員
と
し

て
、
育
児
支
援
や
教
育
環

境
の
整
備
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有
馬
　
小
枝
子
　
　
　
　
　
　【
公
募
】

　
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
を
し

て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く

の
皆
様
の
声
を
中
央
地
域

会
議
に
届
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
誰
も
が
住

み
良
い
栃
木
市
を
つ
く
る

た
め
、
微
力
で
す
が
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
塚
　
啓
子
　
　
　
　
　
　
　【
公
募
】

　
栃
木
地
区
子
ど
も
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
会
長
と

し
て
選
出
さ
れ
二
期
目
に

な
り
ま
す
。
地
域
の
活
性

化
や
課
題
を
解
決
し
て
、

住
み
良
い
ま
ち
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
加
速
す

る
現
状
を
踏
ま
え
、
栃
木

市
の
活
性
化
を
図
り
た
く

栃
木
中
央
地
域
会
議
に
参

画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
委
員
の
皆
様
と
意
見

を
交
換
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
栃
木
市
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
澤
　
利
夫
　   

　
　
　 【
有
識
者
】
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水
越
　
房
代
　
　
　
　
　
　
　【
団
体
推
薦
】

松
本
　
真
由
美
　
　
　
　
　
　【
有
識
者
】

地域課題について話し合う委員（グループワーク）



　昨年度、栃木中央地域会議から次の事業が提案され、３月議会にて予算が承認されました。

◎日光例幣使街道認知度向上事業
　日光例幣使街道の歴史的価値を広く周知し、市民や観光客からの認知度を向上させることを目的
に、日光例幣使街道沿いの案内看板等の整備（新設、修繕等）を行います。
　　
※事業は今年度中に実施します。日光例幣使街道は市内の複数の地域を縦断しているため、他の地
　域とも連携しながら、市全域での認知度向上に努め、地域資源としての活用を図ります。

実働組織の名称が“うずま協力隊”に決まりました！
　令和2年10月の発足以来、栃木中央地域で活動しているまちづくり団体、
栃木中央実働組織の名称が“うずま協力隊”に決まりました。
　「みんなの笑顔があふれる地域に」をモットーに、防災をテーマに活動して
まいりますので、改めてよろしくお願いいたします。
※うずま協力隊のメンバーとして一緒に地域を盛り上げてくれる仲間を随時募集して
　います！ご興味のある方は、お気軽に下記まちづくりセンターへお問い合わせくだ
　さい。

親子向け防災イベントを開催しました！
　5月21日（日）にキョクトウとちぎ蔵の街楽習館を会場に、防災イベント「防災カルタを使って、
親子で防災について学ぼう！」（共催：TOCHICO日和）を開催しました。

栃木中央地域会議から提案された事業

栃木中央地域会議だより（第16号）
令和5年7月20日発行

〒328-0016　栃木市入舟町6番8号
　栃木中央地域まちづくりセンター
　 （地域振興部地域政策課栃木公民館係）
（電 話）0282-24-0352　
（FAX）0282-24-0353　
（E-mail）tochigi-k@city.tochigi.lg.jp

◆地域会議の詳しい情報は、栃木市公式ＨＰで
　ご覧いただけます。
URL：https://www.city.tochigi.lg.jp/site/chiiki/

　　　　　ƠÆ૽ÆǟÆƱ
【日時】 
　　第５回 令和５年８月 ８日（火）午後６時30分～
　　第６回 令和５年９月12日（火）午後６時30分～
　　第７回 令和５年10月10日（火）午後６時30分～
　　第８回 令和６年１月16日（火）午後６時30分～
　　第９回 令和６年３月12日（火）午後６時30分～
【場所】
　　キョクトウとちぎ蔵の街楽習館

※会議は傍聴できますので、ご希望の方は開始日時までに
　左記まちづくりセンターへお問い合わせください。なお、
　会議内容により非公開になる場合があります。
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Instagramで活動の様子を公開中です！
フォローお願いします！　　　　　　➡


